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架構相対強 度 の実験研究 ( 第 1 報)
長 元 亀 久 男
日xpel'Ímenta] l'esearch of Relative st.l'ength on The structnre fI'ames. ("B'irst Repol't) 
Kikno・ Nagamoto.
Fil'st step of this exr児1'IIuer】t， we IJscd the plllte gÍ J'del' which WllS well Known its moment 
of inel't ill ， as the specimen fol' s imply. Gil'del's onc with allX beam nnd otJJCl' with none， lIscd 
tlJ is expcl'iment. Thc 1ρlld applied to thc main gil'dcr nt mid spnn of both. \Ve meaSllJ吋 tOO
deflect ion of givder and examincd th巴 influencc of alIX hCllm. 
緒 言
天井移動走行起重機に て 主 ガ ー ダ { の垂直荷重に対す る 強度 に 関 して補助 ガ 戸 ダ 戸 が あ る と と に
依って ， ど んな 影響が あ る か 告と 詳 に せ ん と 志 し と の実験 を は ヒ め た。 実験 を は じ め て み る と 製作工
場が経済的困難 に 遭遇 し た た め試験桁 の製作が思 う 様 I'C /p， 来タ今後数多 き 実験に 倹 た 扱 い と 結論す
る と と は 出来な いが設で は 実施 した実験 の一部に就い
て報告す る と と に す る 。
実 験
先十試験桁 と し て ， 補助梁 を 存 し な い試験桁 と 柿助
梁 を 有す る 試験桁のこ箇 を製作 し相 対強度 を 比較研究
す る と と に し た。 柿助梁 を 有 し な い試験桁 と しτ工型
鋼 の I 1oo x 75 x 5 x  1200 を 用 いた。 柿助梁 を 有す る 試
験桁 と し て主梁に I 100 x 75 x 5 x 1200 を 用 い柿助梁
と し て鋼板 pl 3 . 2 x 90 x 1200に 外向 き に L 25 x 25 x 
3 x 1200 を 上下に添 え ， 横深 さ (side depth) を 80 と
し た。 次 に 梁 の 中央か ら 250 毎に即ち 五 カ 所 p1 3.2
x 70 x 60 と L 40 x 5 ご 簡に て主梁 と 補助梁 と を 連結
し たの そ し て試験経間 を 1 m と して ， 金 沢大学工学部
土木工学教室 の 200 屯 ア ム ス ラ ー 会社製 の 万能試験
機に て 実験 を 行ったの 試験桁は 中央 の と と ろ を 1 と 記
し ， そ れか ら 150 支端 の方 向 に 測った と と ろ を 2 と
記 し ， そ れか ら 叉 150 支端 の方 向 に 測った と と ろ を
3 と 記 し ， と れか 1 ， 2 ， 3 ， の 中心に ダ イ ア ル グ 戸
ジ を 取付 け て接み を 測定す る と と に し た。 補助梁 の あ
る 試験桁 も 主梁補助梁に つ き 前 と 同様 な 位置に ダ イ ア
ルグ ー ジ を 取付 け た。 此 の場合 は都合六 カ 所ダ イ ア ル
グ ー ジ を取付 け た と と に な る。 主梁 の慣性 モ { メ ン ト
1m == 284cm4 で柿助梁 の慣性 モ ー メ ン ト Ia== 55 . 3cm4 で
両者慣性 モ ー メ ン ト D比 Im/la == 5 . 1 で る る 。 実験 に
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指示点 1 の撰 (粍)
補助梁 の 補助梁 の あ る 桁
な い 桁 E主 梁 ( 補 助 梁
0.340 0.310 -0. 1制)
0 . 595 0.550 -0. 100 
0.825 0 . 790 -0. 100 
1 .065 1.020 -0. 100 
1 . 275 1 . 240 。
1 . 495 1.430 0.050 
1 .750 1 . 6 40 0 . 090 
2 . 000 1 . 850 0 . 110 
2 . 235 2.070 0 . 225 
2.485 2.280 0.285 
一 2.500 0.305 
3 . 1 1.'5 2.720 0 . 350 
一 3 . 000 0.390 
.'5 . 920 3.430 0.570 
3.940 1 .000 
6 . 900 1.360 
� 1. 800 
3.070 
一 4 . 150 
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際 し で は ア ム ス ラ ー 20 屯 尺皮 所 用 い 釣 合鍾 そ 取 り 外 し ， 相 く 桜 花 試験桁lて rl�央集 中荷章 者と か け ダ
イ ア JL' ゲ ー ジ は 一 人が一 つ を 受持 ち 試験 中 の読 み を 読 んだの ダ イ ア ル グ 戸 ジ は ]/100 ， 粍の も の を
使用 したn
実験結果 は 次 の様で あ るの
第 2 表 指示点 2 の控 (粍)
荷 重 I tJlI助梁の l 何i助梁 の あ る 桁
( 屯) I た い 桁 | 主 梁 | 補 助 梁
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1 . 1 10 
1 .  ;)10 
1 . lí10 
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1 . 930 
2 . 140 
2 . 670 
3 . 770 
0 . 220 I -0. 1::10 
0 . 470 I -O. IHO 
0 :680 I - 0 . 1 90 
0 . 900 I - 0 . 190 
1 . 050 I - 0 . 150 
1 . 280 I - 0 . 110 
1 . 400 I - 0 . 040 
1 . 500 I 0 . 080 
1 . 700 I 0 . 080 
1 .  940 I 0 . 130 
2 . 120 I 0 . 200 
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2 . 520 I リ ー、 V . ・
2 . 850 I 0 . 470 
3 . 210 I 0 . 730 
3 . 650 I 1 . 160 
4 . 160 I 1 . 430 
4 . 980 I 2 . 000 
第 3 表 指示点 3 の操 作é)
荷 重 補助梁の 布Iì助梁の あ る 桁
(屯) な い 桁 主 梁 | 補 助 梁
0 . 5  0 . 190 0 . 098 。
1 0 . 340 0 . 260 。
1 . 5 O A70 0 . 380 。
。】 0 . 620 O . 行 10 。
2 . 5 0 . 7，10 0 . 620 。
3 0 . 840 0 . 740 0 . 010 
3 . 5  1 . 020 0 . 850 0 . 015 
4 1 . 150 0 . 950 0 . 025 
4 . 5  1 . 280 1 . 060 0 . 050 I 
υ F 1 . 420 1 . 170 0 . 060 I 
5 . .1  1 . 270 0 . 090 
6 1 . 740 1 . 380 0 . 1 10 
6 . 5  1 . 500 0 . 140 
7 2 . 940 1 . 720 0 . 190 
7 . 5  1 . 930 0 . 320 
8 一 2 . 200 0 . 490 
8 . 5  一 2 . 520 0 . 680 
9 2 . 980 0 . 950 
実 験 結 果
補助梁主主 き 試験桁の場合 ， 荷重 5 屯 を 過 ぎ る 頃か ら 擦 と 荷重 と の比例関係が失わ れ る の と の時の
応 カ 左調べて み る に ， 曲 げ モ 戸 メ ン ト M = 5 x 100/4 = 125tcm で あ る。 梁 1 100 x 7ö x 5 の断面係数
は 56 . 3<"， 3 で あ る。 弾性限内 に て 誘 発す る 応 力 式に て 応 カ 6 を 求む れば σ = 125/56 . 3 = 2 . 21 t/cmll 
で あ る。 と の あ た り ま で は ， 補助梁 あ る も の も 無い も の も ， 補助梁の主梁 に 及 際す影響 は そ れ梓.ひ
ど く あ ら わ れ て と な いが ， と れ を 過 ぎ る 頃か ら 可成 り 影響が あ ら わ れ て く る。 即 ち 補助梁 に つ い て
述べれ ば ， 荷重が 2 屯 を 過 ぎ る 頃か ら 補助梁が撰み始 め 5 屯 を 過 ぎ る 頃か ら 比例関係が失わ れ 6 . 5
屯 を 過 ぎれば念激 に 変形が増大す る の ど の笑験結果 を 実際の場合 と 比較す る に ， 径間が短 〈 横深 さ
(8ide depth) が短い ので寸法に よ る 影響や， 主梁 と 補助梁の連結数及び連結板の弾性が ど ん友 影響
を も っか と い う と と も 本研究 の一つ の諒題で あ る。
主主 食本実験 は 文部省 自 然科学研究費 に よ る も ので ， 試験片製作 に は 品 川精機金沢製詰所， 実験に
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